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通学 通学／通信 通学／通信通学／通信 通信 通学／通信通信

難　　　易　　　度
最 短 学 習 期 間
中 大 生 人 気 学 部
中大生最多学習スタート年次

中級～最上級まで
半年～１年
学部問わず
２年生の２月～３年生の６月公 務 員

活躍のフィールド・就職先 官公庁・地方公共団体

①国家公務員　各省庁や国の機関で働く職員であり、日本全体を支える各分野のスペシャリストとして活躍できます。
キャリア官僚と呼ばれる将来の幹部コースで、政策の企画・立案または調査・研究に関する事務を行います。試験は大学3年3
月に行われる法律区分、経済区分、政治・国際・人文区分、工学区分などのほかに、幅広い人材を登用するために大学１年次
(19歳)の３月から受験できる「教養区分」があります。

主に事務処理等の定型的な業務に従事する官職として、各省庁や出先機関で政策立案を支えます。事務処理能力を重視した採用試
験です。

外務省専門職員や国税専門官、労働基準監督官など専門的な分野で活躍する国家公務員です。試験もそれぞれ、一般的な公務員試
験の問題に加え、各専門分野を踏まえた問題が出題されます。

総合職試験

一般職試験（大卒）

専門職試験員
務
公
家
国

都道府県や市役所の上級職（大卒程度）は、自治体の幹部候補として採用される職員です。福祉・教育・環境・産業振興など多彩な分
野の仕事に携わります。地元に密着した職場なので、転勤エリアが限られており、人気の高い職種です。

土木、建築、機械、化学など、特定分野の専門家として採用されます。その役割は、専門知識を活かして暮らしやすい社会を作ります。

管轄する地域住民を犯罪・事故・災害などから守ることを使命としている公安系公務員です。

方
地

員
務
公 行政事務職

技術職
警察官・消防官

出願手続
募集要項を入手し、
必要事項を記入の上、申込

大学３年  ２月・３月
1次試験（筆記試験）
●択一試験（教養（基礎能力）試験・専門試験）
●専門記述試験　●論作文試験など

大学３年  ３月  ～  大学４年  ６月
2次試験（人物試験）
●個別面接　●集団面接
●集団討論など

公務員の種類 公務員は大きく分けて国家公務員と地方公務員の２種類に大別されます。

採用までの流れ［地方上級・国家一般職（大卒）］

試験科目［地方上級・国家一般職（大卒）］

②地方公務員　各都道府県や市町村単位で採用が行われます。幅広い業務に携わり、地域住民を支えます。

8・9月

最終合格発表

■ 択一試験
地方・国家問わず試験科目が多いのが公務員試験の特徴です。出題形式（問題数や必須/選択など）は試験によって異なりますが、概ね以下の表に挙げた科
目から出題されます。（専門職試験を除く）早い段階から公務員試験を考えているなら、大学の履修科目も意識して選択するのも有効です。

■ 教養論文/専門記述試験
教養論文：社会や経済問題など、一般的な課題について受験生の考えを手書きで論述する試験です。60～90分程度で800～1200字程度の文章が求められます。
専門記述：東京都や国家公務員専門職など、一部の試験で実施される専門試験です。択一試験の知識をベースに、与えられた課題に論述する形式です。

■ 人物試験
近年、一般企業の就職試験と同様に、公務員試験においてもいわゆる「面接試験」は重要視され、どの試験においても、個別面接は必ず実施されます。
志望動機の確立としっかりとした自己分析、教養論文の学習と合わせて予想されるテーマに対する準備など、十分な対策が必要です。

世界史／日本史／地理／思想
数学／物理／化学／生物／地学
法律／政治経済／社会

教養択一試験（基礎能力）科目例

判断推理／数的推理／空間把握
資料解釈／文章理解（現代文・英文）

一般知識
分野

一般知能
分野

憲法／行政法／民法／労働法／刑法／商法

ミクロ経済学／マクロ経済学／財政学／経済政策／経済事情／経済史 

行政学／政治学／社会学／社会事情／社会政策／国際関係

経営学／英語（基礎）／英語（一般）／心理学／教育学

専門択一試験科目例

法律系

経済系

政治系

その他

１次試験
合格発表

●官庁訪問
●合同業務
　説明会

6・7・8月

公 務 員公 務 員
　公務員は「全体の奉仕者」として公共の利益のために働くことを使命としています。
　民間企業が直接サービスを提供する主な対象は対価を支払った消費者です。しかし、公務員の行う行政サービスの対象は国民や住
民全体であり、社会への貢献度が大きいといえます。
　また、公務員の仕事の一つひとつが国民や住民生活に不可欠なものであり、公務員は日々仕事を通じて社会貢献をしています。

※上記は、一般的な公務員試験のモデルケースです。
試験実施時期や試験の内容は、自治体・試験種・年度により異なる場合
がありますので、受験の際は必ず最新の試験案内をご確認ください。
※近年国家一般職(大卒)の教養区分や、東京都Ⅰ類Bの新方式など、20
歳以上から受験できる試験も増えてきています。

●SPI試験




